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ejalrdals 


講演 ・ 会 議 等 (P1<) 
P1 「ESG 金 融 ハ イレ ベル パネル 」 に お ける 赤澤 副 大 臣 の 基調 講演 に つい て 
P3 日 中 E モ TTF コネクティビティ セレ モニ ー に お ける 赤澤 副 大 臣 挨拶 に つい て 
政策 解説 コー ナー  (P5 ぐ ) 
P5 「 令 和 2 年 資金 決済 法 改 正 に 係る 政令 ・ 内 閣府 令 案 等 」 に 関す る パブ リッ ク 
コメ ント の 結果 等 に つい て 
企画 市 場 局 総務 課 決済 ・ 金 融 サ ービス 仲介 法制 室 室 長 守屋 貴之 
課長 補佐 市 古 裕 太 
P7 「 金 融 庁 ・ 日 本 銀行 の 更 な る 連携 強化 に 向け た 取り 組み 」 に つい て 
総合 政策 局 リ スク 分 析 総 括 課 総括 調整 官 佐藤 雅之 
P9 小学 生 向け コン テン ツ 「 う ん ご こ お 金 ド リル 」 と 金融 経済 教育 に つい て 
総合 政策 局 総合 政策 課 総合 政策 管理 官 中 村 香織 








お 知ら せ  (P11<) 

P11 「 記 述 情報 の 開示 の 充実 に 向け た 解説 動画 ] の 配信 に つい て 
P12 暗号 資産 に 関す る トラ ブル に ご 注意 くだ さい ! 

先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み (P13) 





どど オ ン ラ イン 版 は こち ら か ら fj 


https://www.fsa.qo.jp/access/index.html 








金融 店 


「E SG 金融 ハイ レベ ル パ ネ ル 」|」 に お ける 


赤澤 一 大 臣 の 基調 講演 に つい て 








本 年 4 月 16 日 、 環 境 省 主催 「ESG 金 融 ハ イレ ベル パネ ル ※1]| 第 4 回 が 開催 され 、 赤 澤 副 大 臣 が 基 
調 講演 を 行い まし た 。 本稿 で は 、 基 調 講演 の 模様 に つい て ご 紹介 いた し ます 。 

































































ESGrin 


Hich-Level / 


皆様 、 こ ん に ち は 。 ここ 酒 介 る を いい 記 き 
まし た 衆議院 議員 、 内 閣府 金融 担当 副 大 
臣 の 赤澤 亮 正 で ご ざい ます 。 本 日 は 、 今 
回 で 4 回 目 を 迎え る 「E SG 金融 ハイ レ 
ベル パネ ル 」 に お いて 、 基 調 講 演 の 機会 
0 きま 生 DSI2 の UDBS SU まま 9 
今日 は 盟友 の 笹川 環境 副 大 臣 も お られ 、 

ク みり に お 会 いで き で 娘 し く 思い ます 
し 、 主 催 の 環境 省 に 対し まし て 、 御 礼 を 
申し 上 げ ま す 。 ま た 、 小 泉 環境 大 臣 に は 、 
その 強い リー ダー シッ プ の 下 で 環境 と 金 
融 を 融合 させ る 取組 を 積極 的 に 進め て い 
eS の OS に 侍 隅 司 G ee DU 
より 敬意 を 表し ます 。 今日 の よう な 機会 
222NK2ー に UDG 


















































































































































| 基調 講演 を する 赤澤 副 大 臣 | 


1. ESG 投 資 、 サ ステ ナブ ルフ ァ イ ナ ンス 


MI 旧 SG 投資 の 抜天 や サス テ ナ ラ ッ ル ラッ ァ イナ ンス パ の 用 待 選 つ いで 申 | 上 上 まう 5 ES 
G 投資 は 、 国 内 外 で その 規模 が 拡大 し て お り ま す 。2020 年 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 影響 下 
に も か か わら ず 、 日 本 の 発行 体 に よ に る グリ ー ン ボン ド の 発行 額 が 初め て 1 兆 円 を 超え まし た 。 ま た 、 
ソー シャ ル ボ ンド は 、2020 年 に 国内 発行 額 が 9,.000 億 円 を 超え て お り ま す 。 

加え て 、 世 界 で は 脱 誠 素 へ 向け た 動き が 加速 し 、 我 が 国 に お いて も 、 昨 年 10 月 、 ご 記憶 に 新しい 、 
嘩 作 提 まり 2050 儲 民 カ エー ボン ョ ミー トド ラル の 夫 現 る 目 信 あこ さら が 上 時計 きれ まし た ルー トー ュー 
トラ ル は 、 経 済 社会 や ビジ ネス モデ ル の 転換 を 伴う 野心 的 な 挑戦 で す 。 

今日 で は 、 環 境 ・ 社 会 の 課題 解決 や 、 経 済 社会 の 構造 転換 を 後押し する 金融 の 役割 に 、 こ れ ま で 以 
上 に 大 き な 期 待 が 寄せ られ て いま す 。 単なる 資金 融通 と いう 意味 の ファ イナ ンス の 枠 を 超え て 、 投 融 
資 先 と の 建設 的 な 対話 、 エ ン ゲ ー ジ メン ト と いう と 承知 し て お り ま すけ れ ど も 、 実 体 経済 の 伴走 者 と 
し て 、 金 融 の 役割 が 注目 され て いま すし 、 本 当 に 、 本 業 支 援 を 頑張 っ て 欲し い 。 コ ロナ の 中 で 無 利 
子 ・ 無 担保 ゼロ ゼロ 融資 が 積み 上 が っ て いる 事業 者 は 、 地 域 を 支え て いる 方 々 な の で 、 金 融 機関 に 
は 期待 を し て お り ま す 。 


































































































































































































2. 金融 庁 の 取組 


次 に 、 金 融 庁 の 取組 に つい て 申し 上 げ ま す 。 金融 庁 で は 、 コ ー ポ レー ト ガ バナ ンス ・ コ ー ド 、 ス 
チュ ワー ド シ ッ プ ・ コ ー ド に お いて 、 社 会 ・ 環 境 間 題 を 含む お サステナビリティ を 巡る 課題 に つい て の 


























※1 [ESG 人 金融 ハイ レベ ル パ ネ ル 」| の 詳細 に つい て は 、 以 下 の 環 境 省 ウェ ブサ イト を ご 覧 くだ さい 。 
環境 省 ウ ェ ブ サイ ト : http://www.env.go.jp/policy/esghighlevel.html 





















































対応 や 、E S G 情 報 の 開示 、 機 関 投 資 家 の 運用 戦略 に 応じ た サス テ ナ ビ リティ に 考慮 すべ きこ と を 、 
11NI 直 9 UCS お まま ds 

また 、 金 融 庁 は 、 こ れ ま で 、 和 気候 変動 に 関す る TCF D 提 言 に 基づい て 開示 に 取り 組む 企業 や 金融 
本 RIIG NOUISI NN ENUIOIK 2 O UN NII の 2 
本 革 ド の ⑦ 改 訓 突 ほほ 性 ば で 米 年 4 用 が から 邊 まる 東 誠 有 プラ イム 市 時 の 上 壇 作業 に IO ID 提言 き 
に 基づく 開示 の 質 と 量 の 充実 を 求め る こと を お 示し し まし た 。 

さら に 、 国 内 外 の 民間 資金 が 、 カ ー ボ ン ニ ュー トラ ル を 含む サス テ ナ ブ ル な 社会 の 実現 に 向け た 日 
本 企業 の 取組 に 円 滑 に 流れ て いく よう 、 金 融 機 関 や 金融 資本 市 場 が 適切 に 機能 を 発揮 する こと が 重要 
IG あ る と 考 ス (お もり ま M の 0U うろ あん に 5 昨年 2 月 (等 融 に Il スカ クル 0 た ンス 
有識者 会 議 ] を 設置 いた し まし た 。 日 本 に お ける サス テ ナ ブ ルフ ァ イ ナ ンス の 課題 や 対応 策 に つい て 、 
還 誠 KRSUIGU SG の 0G お 















































































































































3. ESG 地 域 金 融 


さて 、 本 日 の テー マ で ある E SG 地域 金融 に つい て 申し 上 げ ま す 。 地域 金融 機関 は 、 地 域 経済 に 存 
立 の 基盤 を 置い て お り 、 地 域 経済 の 発展 が 金融 機関 自身 の 発展 に 直結 し て お り 、 い わ ば 運命 共同 体 で 
す 。 私 の 地元 の 鳥取 県 を 見 て も 思う こと で す が 、 地 域 金 融 機関 は 、 優 秀 な 人 材 、 地 域 か ら の 信頼 、 地 
域 に お ける ネッ トワ ー ク な ど 絶 対 の も の を 有 し て お り 、 こ うし た 重要 な リソー ス を 、 地 域 社会 の 抱え 
る 様々 な 課題 の 解決 に 生か し 、 地 域 と 共有 され る 付加 価値 を 創造 し て いく こと が 求め られ て お り ま す 。 
私 自身 が 昨年 9 月 に 金融 担当 副 大 臣 に 就任 し て か ら 、 い ろ ん な 機会 に 各地 域 の 金融 機関 の トッ プ の 
方 々 と 話し ます が 、 地 元 の 企業 と 一 緒 に 、 汗 も 涙 も 流し て 欲し い 、 笑 いも 一 緒 に し て 欲し いと 、 常 に お 
願い を し て お り ま す 。 こ れ ま で の 商業 銀行 と いう こと か ら 離 れ て 本 当 に 地域 の た め に 頑張 っ て 欲し い 
GOOUD2 0 お 0 まま の 

先ほど 人 竹 ケ 原 座長 か ら ご 報告 が あっ た と 伺っ て お り ま す が 、「 持 続 可能 な 社会 の 形成 に 向け た E S 
G 地域 金融 の 普及 展開 の た め の 共 通 ビ ジョ ン | で は 、 地 域 の 資源 ・ 課 題 を 見 極め 、 対 応 すべ き 優 先 順 
位 に つい て 、 地 域 の 関係 主体 と 共通 認識 を 持ち 、 連 携 し て いく こと な ど 、 地 域 金 融 機 関 に 期待 され る 
役割 に つい て 、 包 括 的 な が ビジョン が 示さ れ て お り ま す 。 地域 金融 機関 に お か れ て は 、 本 日 公表 され ま 
す | 共通 ビジ ョ ン 」 を 参照 し な が ら 、E SG 地域 金融 に 取り 組ん で いた だ く こ と を 大 い に 期 待 し て お 
り 。 まま 。 

な お 、 様 々 な 地域 課題 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 、 デ ジタル 化 、 気 候 変 動 対応 な ど 、 全 国 ・ 
世界 規模 の 情勢 変化 が 同時 進行 する 中 で 、 地 域 経 済 を 支え る こと は 、 誰 に と っ て も 容易 で は あり ませ 
ん 。 し か し な が ら 、 新 た な ビジ ネス 機会 を 発掘 する 目利き 力 な ど 、 地 域 金 融 の 役割 に 対す る 期待 は 
益々 高まっ て いく と 考え られ ます 。 

こう し た 観点 か ら 、 3 月 31 日 、 金 融 庁 と 環境 省 で は 、 持 続 可能 な 地域 経済 社会 の 活性 化 に 向け た 連 
携 チ ー ム を 発足 ま 々 いた し まし た 。 小泉 大 臣 か ら 一 緒 に 何 か で きま せん か と いう こと を 何 度 も 呼び か け 
られ MG て の 合え を 見 つり 2 ため の 衣 う つの 症 人 あの の で は き は な いか と 思っ て わり ます けり れ と も 有 感 経 
済 に お ける 資源 活用 と 課題 解決 に 資す る 取組 を 、 両 省庁 の 知見 や ノウ ハウ を 生か し て サポ ー ト し て ま 
US の GU の 























































































































































































































































































































































































































4 . 結び 

結び に な り ま す が 、 本 日 ご 出席 の 方 々 を は じ め 、 関 係 す る 多く の 皆様 と と も に 、 持 続 可 能 な 社会 の 
形成 に 向け て 貢献 で きる よう 、 今 後 の E SG 金融 の 発展 を ご 祈念 ひたし まし て 、 私 か ら の 挨拶 と させ 
IGE2S き ま 9 ホ 目 は 0 の 0 こさ いま し 










































































※2 本 人 年 3 月 31 日 公表 、「 金 融 庁 と 環境 省 に よる 「 持 続 可能 な 地域 経済 社会 の 活性 化 に 向け た 連携 チー ム | の 発 
足 に つい て 」 : https://www_fsa.go.jp/news/r2/20210330/20210322.html 
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日 中 ETF コ ネ ク テ ィ ビ ティ セレ モニ ー に お ける 


赤澤 副 大 臣 挨拶 に つい て 














本 年 4 月 8 日 、 日 本 取引 所 グル ー プ 及び 東京 証券 取引 所 は 、 | 日 中 ETF コ ネ ク テ ィ ビ ティ ※ 
記念 セレ モニ ー」 を 開催 し まし た 。 金融 庁 か ら は 赤澤 叶 大正 が 出席 し まし た 。 本稿 で は 、 赤澤 
副 大 臣 の 挨拶 に つい て ご 紹介 いた し ます 。 


























お は よう ご ざい ます 。 金融 担当 副 
大 臣 の 赤澤 亮 正 で す 。 この度 は 
由 忠 罰 四 屋 当 素 テイ ビィ 記念 
セレ モニ ー| に お いて 、 ご 挨拶 の 機 
会 を 頂き まし て 、 誠 に あり が と う ご 
さき UN ます 9 


まず 、 本 日 、 日 中 両国 で 新た な E 
TF の 相互 上 場 が 実現 し まし た こと 
四国 ゆま より 50U な 上 し 0 


電器 中 尽き さ 405 表 購 |6 
E 0O を は じ め と する 日 本 取引 所 グ 
ルー プ 、 東 京 証券 取引 所 の 皆様 、 上 
海 及び 深 四 (し ん せん ) の 取引 所 の 皆 | 挨拶 を する 赤澤 副 大 臣 | 
様 、 ま た 本 日 、 上 場 を され た 松下 社 
長 を は じ め と する 大 和 ア セッ トマ ネジ メン ト 、 大 和 証 券 グ ルー プ の 皆様 、 そ し て 1CBC( ア 
イシ ー ビ ー シ ー) ク レデ ィ ス イス ・ ア セッ トマ ネジ メン ト の 皆様 に 対し まし て 、 心 より お 慶び 
El 眉 55 

この 「 財 忠司 本 台 系 多才 テイ 々 ビ ビ ティ | 呈 、2018 箇 の 同 画商 賠 会 談 の | 険 ほ 傘 意 き 旋光 同軸 
証券 市 場 協力 」 に 基づく も の で あり 、 本 年 1 月 に 開催 され た 第 2 回 日 中 資本 市 場 フ ォ ー ラ ム の 

に お いて 、 両 国 取 引 所 間 で 発表 され た 合意 事項 の 具体 的 な 成果 で ある と 承知 し て お り ま す 。 
日 中 の 株 式 市 場 間 に 、 従 来 の 代表 的 な イン デック ス に 加え 、 幅 広い 商品 チャ ネル が 開通 し た 
こと は 、 両 国 資本 市 場 の 活性 化 に 向け て 、 非 常に 大 き な 意 義 が ある も の と 考え て お り ま す 。 
現在 、 日 本 で は 、 低 金利 環境 の 下 で 、 国 内 の 投資 家 は 、 中 国 資本 市 場 の 成長 性 や 収益 性 に 高 
い 関 心 を 持っ て お り 、 日 本 か ら 中 国 へ の 証券 投資 残高 も 、 足 下 で 急速 に 増加 し て いる と ころ で 
Fe 


また 、 日 本 の 成熟 し た 証券 市 場 は 、 日 本 を 上 回 る 個人 金融 資産 の 蓄積 に 伴い 、 国 際 分 散 投 資 
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※ IETF コ ネ ク テ ィ ビ ティ |」 に つき まし て は 、 広 報 誌 「 ア クセ ス FSA 第 211 号 」 の 政策 解説 コー ナー 
に も 掲載 し て お り ま す 。 
US く II IEE リ シク が から とこ 旧 くだ さ U 
「 第 2 回 日 中 資本 市 場 フ ォ ー ラ ム の 開催 ] に つい て : https://www_fsa.go.jp/access/r2/211.pdf 






































等 の ニー ズ が 高まっ て いる 中 
国 の 投資 家 に 対し て 、 安 定 的 
な 投資 収益 を 得 ら れる 機会 を 
提供 で きる も の と 考え て お り 
8 

この よう に 、 日 中 の 資本 市 
場 は 、 相 互 に 補完 性 が あり 、 
協力 の 領域 に お ける 潜在 性 は 
非常 に 高い と 感じ て お り ま す 。 
その 中 に お いて 、 日 中 両国 
の 証券 市 場 を つなぎ 、 両 国 投 
資 家 の 投資 機会 を 拡大 する 
上 旧作 MR グ 5 
ティ 」 が 果たす 役割 は 非常 に 
大 きく 、 引 き 続 き 、 両 国 の 取引 所 間 、 証 券 界 の 協力 関係 の 強化 が 図ら れる こと を 期待 し て お り 
9 


お か げ さ まで 、 皆様 の ご 尽力 に より 、 | 目 申 証券 市 場 協力 | は 大 きく 前 進 し て お り ま す 。 
ETF コ ネ ク テ ィ ビ ティ の 拡大 ・ 強 化 を 含め 、 第 2 回 日 中 資本 市 場 フ ォ ー ラ ム の 開催 、 日 系 
証券 会 社 の 中 国 証券 市 場 へ の 参入 等 、 政 府 間 の みな ら ず 、 取 引 所 間 、 証 券 界 等 を 含め た 多層 的 
な 協力 関係 が 着実 に 構築 ・ 強 化 さ れ て いる こと を 非常 に 嬉し く 思 いま す 。 

金融 庁 と し て も 、 引 き 続 き 、 官 民 一 体 と な っ て 「 日 中 証券 市 場 協力 」 を 発展 させ て いき た い 
と 考え て お り ま す 。 

結び に な り ま す が 、 日 中 両国 の 証券 市 場 の 益々 の 発展 を 祈念 し て 、 私 の 挨拶 と させ て いた だ 
きま 


夫 周 は 衣 に お めで と うこ ざい ます 。 









































| 赤澤 副 大 臣 に よる 打 鏡 | 





政策 解説 コー ナー 


課長 補佐 市 古 裕 大 





(※ 本 稿 ( 


金融 庁 で は 、 令 和 





の 金融 商品 の 販売 等 に 
うち 資金 決済 に 関す る 法律 (平成 21 年 法律 第 59 号 。 以 下 「 資 金 決済 法 」 ) の 改正 に 伴う 関係 政令 ・ 内 閣府 














令 等 の 整備 に つい て 、 
た 。 関係 政令 ・ 内 閣府 令 等 は 、 令 和 3 年 3 


























2 年 6 


令 和 


























こ お い て 意見 【 こ 係る 部 分 
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公布 され た 「 金 
こ 関 する 法律 等 の 


令 和 3 年 1 
月 19 日 【 



































月 25 日 に 





























は 筆者 の 固 人 的 見 解 で あ り 、 所 属 組 織 の 見 解 を 示す も の で は あ り ER ) 


融 サ ービス の 利用 者 の 利便 の 向上 及び 保護 を 区 
一 部 を 改正 する 法律 ( 令 和 2 年 法律 第 50 号 。 以 下 「 改 正法 」 ) 」 の 








る た め 











NG リラ 2 クン 2 El 
に 公布 さ れ 、 時 う ち 資 金 決済 法 の 改正 部 分 は 、 同 








年 5 月 1 日 か ら 施 行 さ れ て いま す ※1。 

本 稿 で は 、 今 回 の 資金 決済 法 の 改正 の 概要 を ご 紹介 する と と も に 、 パ ブリ ッ ク コ メン ト で 寄せ られ た 主 
な ご 質問 ・ ご 意見 と それ に 対す る 金融 庁 の 考え 方 を ご 紹介 し ます 。 

1. 資金 移動 業 の 3 類型 化 

改正 前 の 資金 決済 法 で は ea り 扱 うこ と が で きる 送金 に は 上 限 額 ( 1 件 当たり 100 万 円 ) 
が 設け られ て お り 、 上 限 額 以下 の 送 に つい て は 、 金額 の 多 実に よら ず 一 律 の 規制 と され て いま し た 。 
こう し た 中 、 海 外 送 金 を 含め 、 上 限 額 を 超え る 利用 者 の ニー ズ が 定 程度 存在 する と の 指摘 が あり まし 


eiHUB2OGN 

22< く つり 1U 
SN 

業 0 
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の の 、 


HH 程度 の 送 


加え 、100 万 F 
居 う < コン この 1 
(少額 類 穫 ) を 創設 し た 上 で 、 それ ぞ れ の 類型 の 機能 や リス ク 
と され まし た (詳細 


令 和 2 年 資金 決済 法 改正 の 概要 ( 合 和 3 年 5 月 1 日 施行 ) 














実態 と し て 、 既 存 の 資金 移動 業者 が 取 




















の 改正 で は 、 基 本 的 に 
HH 超 の 送金 ニー ズ に 対応 する た め の 第 一 種 資金 移動 業 (高額 類型 ) 


改正 前 の 制度 を 維 














は 下図 を ご 参照 くだ さい ) 。 
【 法 改正 の ポイ ント 】 
〇 資金 移動 業 に 、 


現行 類型 に 加え 、 新 た に 高額 類型 と 少額 類型 を 設け 、 送 金額 に 応じ た 規制 を 適用 。 

















り 扱っ て いる 送金 額 は 1 件 当たり 数 万 円 以下 の も の が 


持 する 第 二 種 資金 移動 













































































※ 





この うち 、 第 二 種 資金 移動 業 を 営む 資金 移動 業者 に 
一 部 の 資金 移動 業者 に お いて 資金 決済 法制 定時 の 想定 の 範 
指摘 が あっ た こと を 踏ま え 、 利 用 者 





ます 。 


※1 


詳細 に つい て は 、 





〇 具体 的 に は 、 類 型 ご と に 、 利 用 者 資金 の 滞留 の 可否 や 保全 方 法 に 差 を 設け る 。 
規 銀行 (免許 制 イ グン 
の 送金 キ 貸 付 寺 預金 」 
資金 移動 業者 
[登録 制 ] 送 
< 金 
額 
WW 100 万 円 
2 
の 
重 高額 類型 
ング ググ ググ グン 現行 類型 
少額 類型 [登録 制 ] 四 送 
[登録 制 ] PS 
(赤字 は 政令 事項 、 青 字 は 内 閣府 令 事項 ) 額 
送金 上 限 額 5 万 円 以下 / 件 100 万 円 以下 / 件 上 限 な し 
滞留 可 原則 滞留 不可 
利用 者 資金 滞留 可 
。 6 た だ し 、 受 入 額 100 万 円 超 の 場合 、 人 金 日 / 送 金 先 が な 場合 
の 潮 た だ し 、 愛 入 上 限 額 5 万 円 以下 | と 箇 関 の 資金 を 清 箇 させ な い 人 了 備 | 資金 を 受け 入れ 、 た だ ち に 送金 
右記 に 代え て 預金 管理 も 可 供託 / 保 証 / 信 託 で 全額 保全 
ne と 営業 日 ご と に 必要 額 を 算定 し 
の NE に ご と に 』 、 
週 に 1 回 以上 必要 額 を 算定 し 、3 営 業 日 以内 に 保全 TP く 
その 他 第 三 者 に よる 不正 利用 が 行わ れ た 場合 の 損失 補償 方 針 を 利用 者 に 情報 提供 
資金 移動 業者 が 受け 入れ る 利用 者 資金 は 、 送金 に 用 いら れる も の で ある 必要 
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こち ら を ご 確認 くだ さい 。 
国会 提出 法案 (第 201 
https://www.fsa.go. 0 html 











「 令 和 2 年 資金 決済 法 改 正 に 係る 政令 ・ 内 閣府 令 案 等 」 

















困 護 等 の 観点 か ら 、 内 閣府 令 ※2( 


https://www.fsa.go.jp/news/r2/sonota/20210319-2/20210319-2.html 








に 関す る パブ リッ クコ メン ト の 結果 等 に つい て : 


と 、 09 





更 性 の 高い サー ビス 提供 を 可能 と する た め の 第 三種 資金 移動 業 
に 応じ て 過 不 足 の な い 規 制 を 適用 する こと 








つい て は 、 基 本 的 に 改正 前 の 制度 が 維持 され て いる も 
刑 を 超え て 利用 者 資金 が 滞留 し て いる と の 
に お いて 、 以 下 の 規定 が 整備 され て い 





























(1) 利用 者 か ら 受 け 入 れ た 資金 が 為替 取引 に 用 いら れる も の で ある か どう か を 確認 する た め の 体制 整 備 
第 二 種 資 金 移 動 業 を 営む 資金 移動 業者 は 、 利 用 者 資金 が 送金 上 限 額 で ある 100 万 円 を 超え て いる 場合 
に は 、 利 用 者 か ら 受 け 入 れ た 資金 が 為替 取引 に 用 いら れる も の で ある か どう か を 確認 する た め の 体 制 を 
整備 し な けれ ば な ら な いと され て いま す (資金 決済 法 第 51 条 、 内 閣府 令 第 30 条 の 2 第 1 項 ) 。 
パブ リッ クコ メン ト に お いて は 、 こ の 規定 に より 新た に 資金 移動 業者 に 求め られ る 対応 等 に つい て 、 
UI ご 意見 が 寄せ られ まし た 。 こ の 規定 に 関す る 金融 庁 の 考え 方 は 以下 の と お り で す 。 


[金融 庁 の 考え 方 ] 

内 閣府 令 第 30 条 の 2 第 1 項 に 規定 する 体制 は 、 各 資金 移動 業者 の ビジ ネス モデ ル を 踏ま えつ つ 、 
AE に 照ら し て 実効 性 の ある も の と な る よう に 整備 され る べき も の で あり 、 特 定 の 対応 の 有 
無 に より 間 題 の 有無 が 決ま る 画 一 的 な 規制 で は な く 、 特 定 の ビジ ネス モデ ル を 禁止 する よう な も の 
i 


(2) 為替 取引 に 用 いら れる こと が な いと 認め られ る 利用 者 の 資金 を 保有 し な いた め の 措 置 
この ほか 、 資 金 移動 業者 は 、 資 金 移 動 業 の 種別 (類型 ) に か か わら ず 、 利 用 者 か ら 受 け 入 れ た 資金 の 
うち 為替 取引 に 用 いら れる こと が な いと 認め られ る も の に つい て 、 当 該 利 用 者 へ の 返還 その 他 の 当該 3 
金 を 保有 し な いた め の 措 置 を 講じ な けれ ば な ら な いと され て いま す (資金 決済 法 第 51 条 、 内 閣府 令 第 30 
条 の 2 第 2 項 ) 。 
AMI 2 MM NN 
に つい て 、 多 く の ご 質問 ・ ご 意見 が 寄せ られ まし た 。 こ の 規定 に 関す る 金融 庁 の 考え 方 は 以下 の と お り 
で す 。 
! [金融 庁 の 考え 方 ] 
内 閣府 令 第 30 条 の 2 第 2 項 の 規定 は 、 資 金 移 動 業 者 が 為替 取引 と 無関係 に 利用 者 か ら 資 金 を 受け 
! 入れ た 場合 に は 、 出 資 法 上 の 預り 金 規制 に 抵触 する お それ が ある と の 従前 か ら 示 され て いた 考え 方 
2 し た も の で す 。 
I 
\ 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































し た が っ て 、 従 前 か ら の 考え 方 を 踏ま え 、 資 金 移 動 業 を 適正 に 遂行 し て いる 資金 移動 業者 で あれ 
ば 、 こ の 規定 に より 何ら か の 追加 的 な 対応 が 必要 と な る も の で は な いと 考え ます 。 


ニーー ニ ーーーーー ニ ーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーー ニ ーーーーーーーー ニ ーーーーーーーー ニ ーー ご 





















































2. 収納 代行 へ の 対応 
近年 、 例 えば 、 割 り 勘 アプ リ と いっ た 形 で 、 収 納 代行 の 形式 を と りつ つ 、 実 質 的 に 個人 間 送 金 を 行う 新た 
2 カー OO 債権 者 か ら の 委託 を 受け て 債務 者 か ら 代金 の 回 収 を 行う 収納 代行 を 取り 巻く 
状況 に 変化 が 見 られ まし た 。 
こう し た 中 、 今 回 の 資金 決済 法 の 改正 で は 、 割 り 勤 アプ リ の よう な サー ビス を 念頭 に 、 収 納 代行 の うち 、 
内 閣府 令 で 定め る 一 定 の 要件 を 満た す も の に つい て は 、 為替 取引 に 関す る 規制 の 適用 対象 と な る こ と が 明確 
化 さ れ て いま す (資金 決済 法 第 2 条 の 2 、 内 閣 床 ND 

























































































































































































































































































パブ リッ クコ メン ト で は 、 こ の 規定 の 位置 付け や 、 こ の 規定 に より 為替 取引 に 該当 する も の と され な い 行 
為 の 取扱 い に 関し 、 多 く の ご 質問 ・ ご 意見 が 寄 は られ まし た 。 こ の 規定 に 関す る 金馬 の 考え 方 は 以下 の と 
お り で す 。 


! [金融 庁 の 考え 方] 

! 資金 決済 法 第 2 条 の 2 の 規定 は 、 い わ ゆ る 確認 規定 で ある と 考え ます 。 

! この 規定 に より 為替 取引 に 該当 する も の と され な い 行為 で あれ ば 、 為 替 取 引 に 該当 し な いこ と を 
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意味 する も の で は あり ませ ん 。 事 業者 の 行為 が 為替 取引 に 該当 する か は 、 そ の 事業 者 が 行う 取引 内 
容 等 に 応じ 、 最 終 的 に は 個別 具体 的 に 判断 する こと に な り ま す 。 





























に ーー ーー ドー ドー トー 














以上 が 、 令 和 2 年 資金 決済 法 改 正 と それ に 伴う 関係 政令 ・ 内 閣府 令 等 の 整備 に 係る パブ リッ クコ メン ト 

の 主 な ポイ ント で す 。 
金融 庁 と し て は 、 新 た な 枠組 み の 下 で 、 各 資金 移動 業者 が 、 利 用 者 保護 を 前 提 に 、 よ り 利 便 性 の 高い 
サー ビス を 提供 し て いく こと を 期待 し て お り 、 制 度 の 適切 な 運用 に 努め て まい り ま す 。 













































































※2 本 稿 に お ける 「 内 閣府 信 ] は 、 資 金 移 動 業 者 に 関す る 内 閣府 令 (平成 22 年 内 閣府 令 第 4 号 ) を 指す も の と し ます 。 
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総合 政策 局 リ スク 分 析 総 括 課 総括 調整 官 佐藤 雅之 

































































(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組 織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 





























金融 庁 と 日 本 銀行 は 、 本 年 3 月 22 日 、「 金 融 庁 ・ 日 本 銀行 の 更 な る 連携 強化 に 向け た 取り 組み ] を 
公表 まし まし た 。 本稿 で は 、 そ の 概要 や 背景 を 紹介 し ます 。 


> 背景 と 経緯 図表 1 : 更 な る 連携 強化 に 向け た 取り 組み (概要 ) 


金融 庁 と 日 本 銀行 と は 、 近 年 金融 機関 の モ モー タリ ング 関連 


ニタ リン グ に お いて 、 幅 広い 分 野 で 協 働 し て 
きま し た が 、 更 に 連携 を 強化 し て いく こと を 
通じ て 、 人 金融 機関 の 負担 に も 配慮 し つつ 、 よ 
り 質 の 高い モニ タリ ング を 実現 する こと が 求 
め ら れ て いま す 。 金融 庁 と 日 本 銀行 で は 、 改 
め て 幹部 級 の タス ク フ ォ ー ス を 立ち 上 げ 、 業 
界 と の 意見 交換 を 含め た 具体 的 な 検討 を 行っ 
て きま し た 。 今回 その 成果 を 、①① モ ニタ リン 
グ 関 係 、② デ ー タ 関係 、③ そ の 他 の 分 野 に お 
ける 取り 組み 状況 と 今後 の 方 針 な ど を 整理 し 、 
[金融 庁 ・ 日 本 銀行 の 更 な る 連携 強化 に 向け 
eXUI2AIGOII (人 まま 0 


と モニ タリ ング に お ける 連携 強化 

実務 者 級 の 「 検 査 ・ 考 査 連携 会 議 」 を 昨年 12 月 に 立ち 上 げ 、 金 融 庁 が 行う 検査 と 日 本 銀行 が 行う 考 
査 を 中 心 に 、 金 融 機関 に 対す る モニ タリ ング に お ける 重点 テー マ ・ 実 施 予定 先 の 調整 や 結果 の 共有 な 
の 06 全 時 れき SU 

大 手 行 に 対す る モニ タリ ング に つい て は 、 人 金融 庁 が いわ ゆる 「 常 時 検査 ] を 行っ て いる 一 方 、 日 本 
銀行 は 、 日 常 的 な オフ サイ トモ ニタ リン グ の ほか 、 数 年 に 1 度 と いっ た 頻度 で 日 銀 考査 を 実施 し て い 
ます 。 問題 意識 の すり 合わ せ や 優先 度 の 高い テー マ 等 に つい て 意見 交換 を 行い 、 今 後 は 、 例 えば 外貨 
流動 性 の リス ク 管 理 や サイ バー セキ ュ リ ティ と いっ た 重要 性 の 高い テー マ な ど に お いて 、 共 同調 査 を 
拡充 し て いく 方 針 で す 。 

また 、 地 方 金融 機関 に 対す る モニ タリ ング に つい て は 、 大 手 行 と 比較 する と その 数 が 多い こと も あ 
り 、 金 融 店 ・ 日 本 銀行 の みな ら ず 財務 局 も 含め 、 そ れ ぞ れ の リソー ス を 効率 的 に 活用 し て いく こと が 
事 で す 。 具体 的 に は 、 検 査 ・ 考 査 の 実施 状況 や 計画 、 リ スク 認識 の 共有 を 進め な が ら 、 個 別 先 の リ 
スク の 状況 も 踏ま えつ つ 、 分 担 し て 検査 ・ 考 査 を 実施 し て いく 方 針 で す 。 

また 、 こ うし た 運用 の 前 提 と し て 、 金 融 庁 と 日 本 銀行 で は 、 金 融 機 関 の 同意 を 得 た 上 で の 検査 結果 
の 共有 に 向け た 監督 指針 の 改正 な ど 、 両 者 の 情報 共有 に 必要 と な る 手続 面 の 整備 も 進め て いま す 。 















































業界 と の 定例 的 な 意見 交換 な ども 通じ 、 継続 性 ・ 実 効 性 を 確 














































































































> デー タ 関 連 に お ける 連携 強化 

金融 機関 か ら 提出 され る 各種 計 表 や 報告 は 、 金 融 当 局 が 質 の 高い モニ タリ ング を 行う た め の 前 提 と 
な る も の で ある 一 方 で 、 金 融 機 関 の 負担 で も あり ます 。 そ うし た 負担 に も 配慮 し つつ 、 い か に 効率 的 
に 、 金 融 当 局 に と っ て 有益 か つ 高 品質 な デー タ 提 出 が 可能 と な る か が ポイ ント で あり 、 次 の よう な 取 
り 組 み を 進め て いま す 。 









































※ 本 年 3 月 22 日 公表 、「 金 融 庁 ・ 日 本 銀行 の 更 な る 連携 強化 に 向け た 取り 組み ] : 
https://www.fsa.go.jp/news/r2/20210322/20210322.html 

















図表 2 : 大 手 行 モ ー タ リン グ の 方 向 性 (概要 ) 











金融 庁 常時 検査 と 日 銀 オ フサ イト の 緊密 な 連携 = ョ ミリ ビオ リマ | 
金融 庁 (常時 検査 ) 日 銀 (オフ サイ ト ) 日 銀 (考査 ) 
従来 も 共同 調査 を 実施 、 海外 クレ ジッ ト 等 
正 来 も 共同 調査 を 実施 (LTBOR、 海外 2 レジ ッ ト 等 ) 必要 な 深度 を 確保 し つっ 、 
I a . 
① 共 同調 査 等 と の 重複 回 避 
セキ ュ リティ 等 ) は 、 年 に 1 度 程度 の 頻度 で 共同 調査 ee 
< 定例 的 な 意見 交換 も 路 ま え 、 機動 的 に テー マ 設定 > 人 
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メリ ルリ を つけ て 、 環境 変化 に も 適切 に 対応 し た 実効 的 ・ 効 率 的 モニ タリ ング を 実現 


① 提出 資料 の 合理 化 


金融 機関 が 、 金 融 庁 及び 日 本 銀行 に 対し て 提出 する 各種 の 計 表 や 報告 書 に は 、 内 容 が 類似 し て いる も 
の の 異な る フォ ー マ ッ ト を 利用 し て いる も の な ども 含ま れ ま す 。 金融 庁 で は 、 こ れ ま で も 金融 庁 の 
フォ ー マ ッ ト を 日 本 銀行 の も の に 合わ せる 等 の 取組 み を 進め て きま し た が 、 今 般 、 改 め て こう し た も の 
に つい て 、 統 計上 の 必要 性 な ど 特 段 の 理由 が な いも の を 除き 、 様 式 の 統合 や 廃止 を 決定 し まし た 。 今後 
も 、 金 融 業 界 か ら の 要望 な ど を 踏ま えつ つ 、 可 能 な 限り 、 統 廃 合 等 を 通じ て 合理 化 を 推進 し て いく 方 針 
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② 提出 先 の 一 元 化 

次 に 、 計 表 の 内 容 や フォ ー マ ッ ト が 一 本 化 さ れ た と し て も 、 金 融 機関 か ら み る と 、 金 融 店 と 日 本 銀行 
それ ぞ れ に 資料 を 提出 する 事務 は 残り ます 。 今回 、 金 融 庁 と 日 本 銀行 で は 、 両 者 だ け で な く 業 界 団体 と 
の 間 で 、 提 出資 料 に 関す る ファ イル 共有 の 試行 (トラ イア ル ) を 実施 し まし た 。 今後 、 準 備 が 整っ た も 
7 次 提 晶 売 の 言 先 作 を 攻 5 CU く 肪 MC の 





















































③ 共同 デー タプ ラッ ト フ ォ ー ム 

更に 、 将 来 的 な デー タ 収 集 ・ 共 有 の 更 な る 効率 化 や 、 各 種 デ ー タ を 活用 し た モニ タリ ング の 高度 化 を 
実現 する た め に は 、 金 融 庁 ・ 日 本 銀行 の 間 で 共同 の デー タプ ラッ ト フ ォ ー ム を 構築 する こと も 検討 課題 
で す 。 検討 範囲 が 多岐 に わた る 困難 な 課題 で す が 、 海 外 当局 の 事例 等 に つい て 共同 研究 を 開始 する な ど 、 
共同 で 議論 を 進め て いま す 。 












































> その 他 の 分 野 に お ける 連携 強化 

モニ タリ ング や デー タタ 関係 以外 の 連携 強化 と し て 、 金 融 シ ステ ム 全 体 の 安定 性 や 健全 性 を 確保 する 、 
いわ ゆる マク ロ ・ プ ルー デン ス の 分 野 に お ける 連携 強化 や 、 金 融 庁 の 銀行 免許 審査 や 日 本 銀行 の 当座 預 
金 取 引 審査 と いっ た 「 入 口 審査 ]| に お ける 共同 ヒア リン グ の 実施 な ど に つい て も 、 取 り 組 み を 進め て い 
る と と で す 。 



















































































と お わり に 


今後 、 実 際 に 金融 機関 の 負担 軽減 や 質 の 高い モニ タリ ング を 実施 し て いく た め に は 、 継 続 的 な 取り 組 
み が 必 要 で す 。 金 融 庁 と 日 本 銀行 で は 、 連 携 強化 に 向け た 取り 組み を 一 層 推 進 す べく 、 引 き 続 き 「 検 
査 ・ 考 査 連携 会 議 」 を 定期 的 に 開催 し て いく ほか 、 幹 部 級 に よる 意見 交換 の た め の 常 設 会 合 の 設置 や 、 
金融 業界 と の 定期 的 な 意見 交換 を 各 レ ベル で 行っ て いく 予定 で す 。 6 
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(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 担当 者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 









































金融 庁 は 、 金 融 経済 教育 の 推進 に 取り 組ん で いま す 。 株式 会 社 文 響 社 の 協力 の も と 、 子 ども た ち に 訴 
求 力 の 高い 「 う ん こ ド リル ※1」 と 連携 し 、 イ ンタ ーネット 上 で お 金 に つい て 楽し く 学 べ る 、 小 学生 向 
け コ ン テ ン ツ 「 う ん こ お 金 ドリ ル 」 (うん こ ド リル メ x 人 金融 庁 ) を 発表 ま 2 し まし た 。 

「 う ん こ お 金 ドリ ル 」 発行 の 経緯 や 、 若 年 層 へ の 人 金融 経済 教育 の 取組 み 等 に つい て 、 総 合 政策 局 総合 
政策 課金 融 知識 普及 係 ま 3 中 村 香織 総合 政策 管理 官 に 聞き まし た 。 















































に [3 ん こ ドリ ル 」 は どの よう な 経緯 で 作 \ 本 一 楽し い お 金 ドリ ル / 
成 さ れ た の で すか ? 作成 に 当たり 心がけ た こと は bs ~~ 
あり ます か ? ) ん に 





金融 知識 普及 係 で は 、 こ れ ま で 多く の 職員 の 皆 お 全 ドド リ ル 
さん に も ご 協力 いた だ き な が ら 、 高 校 や 大 学 を 中 
心 に 「 出 張 授業 」 を 行っ て きま し た が 、 小 学生 や うんこ ド リル x 会 融 
中 学生 向け の 金融 経済 教育 に つい て は 課題 を 感じ 
で ゆい 証 と と ろ で す 。 


その よう な 中 、 文 響 社 さん と 金融 教育 に つい て 
意見 交換 する 機会 が あり まし た 。 ご 担当 の 方 が 金 
融 機関 出身 で 、 金 融 教育 に ご 関心 が あっ た こと も 
あり 、 子 供 た ち に 絶大 な 認知 度 を 誇る 「 う ん こ ド 
リル |」 を 使っ て 金融 教育 が で きた ら ! と いう か や 
USNO2OMN 2 の) 
SU まま 


内 容 に つい て は 、 文 響 社 の 皆さん は も ちろ ん 、 
金融 知識 普及 係 (5 名) の 全員 で 、 皆 さん の ご 想 
像 通り (?) 「 う ん こ 」 を 連発 し な が ら 、 自 由 に 
上 が 貞和 且 考 ま 時 ホン し ルト 8 

① 小学 生 の 子供 た ち が 日 常 生活 で 経験 し そう な お 金 に まつ わる 出来 事 を 取り 上 げ る こと 、 

② 選択 肢 は 「 う ん こ ド リル 」 らし い 遊 び 心 を 忘れ ず 、 不 正解 の も の ほど 、 笑 っ て し まう よう な も 

の ET る Ee 

③ 人 生 で は 正解 は 1 つと は 限ら な い の で 、 複 数 の 選択 肢 が 正解 の 問題 も 作る こと 、 

④ 解説 も うん こ 先 生 の キャ ラ を 買 き 、 役 人 が 説教 し て いる 感じ が 絶対 に 出 な いよ うに する こと 、 
DADETF。 


























































































































※1 株式 会 社 文 響 社 が 出版 する 、 全 て の 問題 に 「 う ん こ 」 を 使っ て 作ら れ た 学習 ドリ ル 。 
小学 生 向 け の 国語 ・ 算 数 ・ 英 語 ド リル や 未 就学 児 向 け の も の な ど ラ イン ナッ プ を 増やし て お り 、 現 在 、 シ リー 
ズ 累 計 で 820 万 部 の 発行 と な っ て いる 。 
※2 本 年 3 月 18 日 公表 、 小 学生 向け コン テン ツ 「 う ん こ お 金 ドリ ル 」 の 公表 に つい て : 
https://www.fsa.go.jp/news/r2/sonota/20210318/20210318.html 
※3 金融 に 係る 知識 の 普及 に 関す る 企画 及び 立案 等 を 担当 し て いる 。 9 















































発行 され た あと 、 ど の よう な 反応 が あり まし た か ? 

時 中 きん や 生 で の この か らし わし わく 店 ま つく れれ は 見 の あく 思 だ の 0 て あぁ 
が 、 公 表 日 (木曜 の 午後 で し た ) の 夜 か ら 翌 日 に は 早速 SNS で 多く 取り 上 げ ら れ 、 金 曜 の お 昼 頃 か ら 
週末 に か け て Yahoo ト ピッ クス に 掲載 され 、 は た また 寄稿 する に は ウン 千 万 か か る と も 聞く Financial 
Times 紙 に 取り 上 げ ら れる な ど 、 想 像 以上 の 反響 に と て も 驚き まし た 。 庁 内 で は 「 う ん こ お 金 ドリ 
ル 」| 公表 を お 知ら せ し た 庁 内 掲示 板 で 100 名 を 超え る 方 か ら の 「 い いね ! 」 の ほか 、 直 接 お 声 が け や 
メッ セー ン もい / き さ さら に の ん 相国 内 務 邊 の で 自 自 の SUS で つう いて CU で くさ る くく と とこ (て 
DRN 還 d の GECESIBDU 議 RA テツ こら GO 























































































































ーーー コロ ナ 福 以前 は 「 全 て の 職員 が 出張 授業 に 行く くら い の 気 持ち で 取り 組む 」 と され て いま し 
た が 、 コ ロナ 褐 に よっ て 出張 授業 の や り 方 は どの よう に 変わ り ま し た か 。 


コロ ナ 褐 で 出張 授業 は 一 変 し まし た 。 高校 で は 、 私 が 着任 し た 昨年 7 月 時 点 で は 授業 自体 は 再 
れ て いま し た が 、 そ れ ま で の 休校 の 影響 や 、 オ ン ラ イン 授業 の 体制 整備 の 問題 な ど で 、 出 張 授業 の 再 
開 は 秋冬 まで 待た な けれ ば な り ま せん で し た 。 


ー コ ーー ルー っ 1LZ ノノ 


高校 卒業 後 は 、 就 職 し た り 、 一 人 暮らし を 始め た り と 、 お 金 と の 付き 合い 方 が 質 ・ 量 と も に ぐっ と 
広がる タイ ミン グ で す の で 、 高 校生 の うち に 基本 的 な 金融 リテラ シー を 身 に 付け て お いて も らい た い 、 
と いう 観点 か ら は と て も 残念 で 、 歯 が ゆ さ を 感じ て いま す 。 


も ちろ ん 、 そ の まま 手 を こま ね いて いる わけ に は いか な い の で 、 高 校生 向け に 、 1 本 あたり 10 分 程 
度 に まとめ た 動画 教材 を 作成 ※ ま 4 し まし た 。 併せ て 、 こ の 動画 を 授業 や 副 教 材 に 使え る よう 、 先生 向 
け に 教え 方 の ポイ ント を まとめ た 動画 も 作成 ま * し て いま す 。 


一 方 、 大 学 で は オン ライ ン 授 業 が 浸透 し て いま す が 、 特 に 初め の うち は 、 相 手 の 反応 が 見 えな いま 
画面 に 向かっ て 話し 続け る こと に か な り 戸 惑 い まし た 。 た だ 、 オ ン ラ イン 授業 の 方 が 出席 者 数 が だ 
(0 いま 当 2 の IBI9750SSSS/ の HE の USN 2 の OSG つ 00 SOD0G で | 
環 0 シン ラン を ド 手 くく 湯 の 舎 わせ 9) | た OU さき だ Cc の 9 

























































































































































































ーーー 2021 年 度 より 実施 され る 中 学校 の 新た な 学習 指導 要領 で は 、 社 会 科 及 び 家 庭 科 に お ける 金 
融 経済 教育 に 係る 内 容 が 拡充 され ます 。 ま た 、2022 年 度 より 実施 され る 予定 の 高等 学校 の 新た な 学習 
指導 要領 で も 、 社 会 科 及 び 家 庭 科 に お いて 、 資 産 形 成 の 観点 を 含め た 金融 経済 教育 に 係る 内 容 が 拡充 
され る 予定 で す 。 中 高生 に 向け た 金融 経済 教育 の 取組 に つい て 教え て 下さ い 。 


新 学 習 指導 要領 で 金融 経済 教育 に つい て の 内 容 が 拡充 され る こと は 、 早 いう ちか ら 金 融 リ テラ シー 
を 身 に 付け て も ら う 観点 か ら 極め て 意義 の ある こと だ と 思い ます 。 


また 、 今 後 は 、 中 学 や 高校 で も 動画 や オン ライ ン を 使っ た 授業 が 一 般 的 に な っ て いき ます が 、 こ れ 
は 金融 経済 教育 に と っ て も 大 歓迎 で す 。 金融 は 「 難 し い ] と いう イメ ー ジ を 持た れ が ち で す が 、 例 え 
ぱ ば 、 目 本 人 が 苦手 と され て いる 複利 に つい て 、 従 来 の 授業 の スタ イル で 説明 する より 、 ビ ジュ アル で 
説明 し た 方 が ずっ と 理解 が 進む の で は な いで し ょ うか 。 


も う 1 点 重 要 な の が 、 現 場 の 先生 方 へ の 説明 ・ 研 修 だ と 考え て いま す 。 先生 方 に 「 これ は し っ か り 
教え な けれ ば ! 」 と 思っ て いた だ き 、 実 際 に 授業 を し て いた だ く こ と で 初め て 、 新 学習 指導 要領 の 目 
的 が 果たさ れる と 思い ます 。 こ ちら も コロ ナ 褐 で 苦慮 し て いま す が 、 様 々 な 関係 者 の 方 々 と 共に 地道 
に 取り 組ん で いき た いと 思っ て いま す 。 




































































































































































































































































※4 高校 生 向け 授業 動画 ・ 教 員 向け 解説 動画 : https://www.fsa.go.jp/ordinary/douga.html 
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お 知ら せ 


「 記 述 情報 の 開示 の 充実 に 向け た 解説 動画 」 
配信 に つい て 








ーー はじめに 


金融 庁 で は 、 記 述 情 報 の 開示 の 充実 に 向け た 取組 み と し て 、「 企 業 内 容 等 の 開示 に 関す る 内 閣府 令 ] の 改正 
に 加え 、「 記 述 情 報 の 開示 に 関す る 原則 | 及び 「 記 述 情報 の 開示 の 好 事 例 集 ] 等 を 公表 し て いま す 。 
今般 、 更 な る 開示 の 充実 を 目的 と し た 解説 動画 を 配信 (YouTube「 金 融 庁 チャ ン ネ ル | ) し まし た 。 
























































二 動画 の 内 容 


解説 動画 は 、 主 に 、 決 算 業務 等 へ 携 わ ら れる 方 々 向け の 内 容 と な っ て いま す 。 各 動画 は 1 コマ 10 分 一 20 分 程 
礎 を 窓 る で ゆい 誤字 。 
また 、 解 説 動 画 は 、「 記 述 情 報 の 開示 の 全体 像 ] と 「 有 価 証券 報告 書 等 の 主要 項目 ] の 大 きく 2 つか ら 構 成 
され ます 。 
「 記 述 情報 の 開示 の 全体 像 ] で は 、 企 業 情報 の 開示 の 充実 の 背景 、 昨 今 の 金融 庁 の 取組 み 、 財 務 情 報 と 記述 
情報 ( 非 財 務 情 報 ) の 位置 付け 等 、 具 体 的 な 項目 に 入る 前 の 全般 的 な 内 容 に つい て 解説 し て いま す 。 

「 有 価 証券 報告 書 等 の 主要 項目 」 で は 、「 経 営 方 針 、 経 営 環 境 及 び 対 処す べき 課題 等 | 、「 事 業 等 の リス 
ク | 、「 経 営 者 に よる 財政 状態 、 経 営 成績 及び キャ ッシュ ・ フ ロー の 状況 の 分 析 (MD&A) 」、「 コ ー ポ レー 
ト ・ ガ バナ ンス の 状況 等 | の 項目 毎 に 解説 し て いま す 。 具 体 的 に は 、「 法 令 上 記載 が 求め られ て いる 事項 ] や 
「 記 述 情報 の 開示 に 関す る 原則 ] に 沿っ た 望ま し い 開 示 に つい て 解説 し た 上 で 、Q&A 和 形式 に より 、 実 務 的 な 
記載 内 容 を 好 事 例 と と も に 解説 し て いま す 。 是非 、 お 気軽 に ご 覧 下さ い 。 



















































































































































































































































































































































































【 記 述 情報 の 解説 1】 【 記 述 情報 の 解説 2】 【 記 述 情報 の 解説 3】 
記述 情報 の 開示 の 全体 像 経営 方 針 、 経 営 環境 及び 対処 すべ き 事業 等 の リス ク 
記述 情報 の 開示 の 全休 人 ビー 経営 針 経営 境 太 び 対 名 す べき 課題 等! の 肝 示 回 「 事 水 圭 の リス カ | の 回 回 
外人 金融 金融 な ss 回 
MD&A① (MD&A に 共通 する 事項 ) MD&A② (キャ ッシュ ・ フ ロー の 状況 の コー ポレ ー ト ・ ガ バナ ンス の 状況 等 
分 析 、 重 要 な 会 計上 の 見 積 り ) 





「 経 営 者 に よる 財政 状態 、 経営 成績 及び 
キャ ッシュ ・ フ ロー の 抹 況 の 分 析 (MD&A) 」 の 開示 
(MD&A に 共 巡 する 事項 ) 


ry ん ん 


「 経 営 者 に よる 財政 状態 、 経 営 民 績 及び 「 コ ー ポ レー ト ・ ガ バナ ンス の 状況 等 」 の 開示 
キャ 況 の 分 析 (MDgA) 」 の 開示 る 回 
f 大 び 和 き な 金 計上 OR TI 














加 金 融 金融 訂 * 金融 訂 





※ 各 動 画 の 資料 に つい て は 以下 の ペー ジ か ら ご 確認 くだ さい 。 
https://www_.fsa.go.jp/news/r2/singi/20210416.html 





| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
【 記 述 ! 情報 の 解説 4 】 【 記 述 ! 情報 の 解説 5 】 【 記 述 | 情報 の 解説 6 】 | 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 











三 お わり に 
金融 庁 ホ ー ム ペー ジ で は 、 上 記 解 説 動画 に 加え 、 企 業 情報 の 開示 の 充実 に 向け た 取組 み に つ いて も ご 紹介 し 
NO CR ROREE NO eS 
> 企業 情報 の 開示 に 関す る 情報 (記述 情報 の 充実 ) 
URL : https://www.fsa.go.jp/policy/kaiji/kaiji.html QR コー ド 
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音 号 資産 に 関す る トラ ブル に ご 注意 くだ さい ! 























近年 イン ター ネッ ト を 通じ て 電子 的 に 取引 され る 、 い わ ゆ る _ 昭 = に 関す る 
「 暗 号 資産 」 の 取引 や 暗号 資産 の 交換 と 関連 付け て 投資 を 持ち 掛 と 24 た た 二 : ネ る 作 に らい 】| 


けら れ た こと を めぐ る トラ ブル 等 に つい て の 相談 が 多数 寄せ られ  O 陳 号 資産 は 、 日 本 円 や ドル な どの よう に 国 が その 価値 を 保証 し て いる 
「 法 定 通貨 | で は あり ませ ん 。 イ ンタ ーネット 上 で や り 取 りさ れる 電子 


てい Ra デー タ で す 。 1 8 
に 3 し た こと を 嗜 まえ 、 金 融 で は 、 消費 者 訂 、 和 店 と 村人 T mmmromaw 
し て 、2017 年 9 月 29 日 に 「 仮 想 通貨 に 関す る トラ ブル に ご 注意 く Wy 金融 庁 ・ 財務 局 で の 登録 の 有無 な ど 、 

だ さい ! 」 を 公表 し 、 利 用 者 に 対し て 、 広 く 注 意 を 呼び か け て い 暗号 資産 交換 業者 の 情報 を 確認 し まし ょ う 


議 a 0 (0 時 所 の や 、 号 財 の 交 換 を 行う サー ビズ を 提供 する 
る どら と ER この 注意 喚起 は 、 利用 者 か ら 寄 せら れ た 相 談 事例 

a 暗号 資産 交換 業者 は 金融 庁 ・ 財 務 局 へ の 登録 が 必要 で す 。 

等 に 基づき 、 毎 年 見 直し を 行っ て お り 、 今般 、 最 新 の 内 容 に 更新 利用 する 際 は 、 登録 を 受け て いな い 事業 者 で な いか 、 無 登録 業者 


陸 3 だ と し て 警告 され た 事業 者 で な いか 、 必 ず 事 前 に 確認 し まし ょ う 。 
x 金融 庁 ・ 財 務 局 の ホー ムペ ー ジ で 確認 し て くだ さい 。 8 


https://www.fsa.go.jp/policy/virtual_currency02/index.html 






































































































































































































































































































































※ 本 年 4 月 7 日 公表 「 暗 号 資産 に 関す る トラ ブル に ご 注意 くだ さい !」 : 
マッ チン グ ア プ リ 等 で 知り 合っ た 人 か ら 
https://www.fsa.go.jp/news/r2/virtual_currency/20210407.html の 投資 の 勧請 を 受け て も 安易 に 投資 し な い 
許 号 資産 の 取引 等 を 行う か どう か 慎重 に 判断 を する た め こ よう に し まし ょ う 
の 注意 喚起 を ご 確認 いた だ く と と も に 、 も し 困っ た と き ー 人 で 月 | em イト や ャ ッ チ ンク アア) 等 を きっ か り に もう な 
揚 以 + 談 窓 [ ] ま で ご 相 談 炎 く 2 US き な い な どの トラ ブル が 発生 し て いま す 。 慎重 な 判断 が 必要 で す 。 
































暗号 資産 を 利用 する 際 の 注意 点 


ど 暗号 資産 は 、 日 本 円 や ドル な どの よう に 国 が その 値 価 を 保 
PlN 寺 和 0 軸 邊 (GR あめ 0 0 01 ンク スニ イッ トト 5 金融 庁 ペ 刀 納 才 麻 

GU と UNAUS 電 ラッ ニーク 09 
ソ 暗号 資産 は 、 価 格 が 変 0 と が あり ます 。 暗号 資産 の 価格 が 急落 し 、 損 を する 可能 性 が あり ます 。 
ど 暗号 資産 交換 業者 (※) は 金融 庁 ・ 財 務 局 へ の 登録 が 必要 で す 。 利 用 する 際 は 登録 を 受け た 事業 者 か 





































































































































































































































































































金融 庁 ・ 財 務 局 の ホー ムペ ー a CS 
(※) 暗号 資産 と 法定 通貨 の 交換 や 、 暗 号 資 産 同士 の 交換 を 行う サー ビス を 提供 する 事業 者 、 暗 号 資産 の 管理 を 行う 事業 
者 な ど 




















ど 暗号 資産 の 取引 を 行う 場合 、 事 業者 が 金融 庁 ・ 財 務 局 か ら 行 政 処分 を 受け て いる か (※) を 含め 、 取 
引 内 容 や リス ク (価格 変動 リス ク 、 サ イ バ パー セキ ュ リ ティ リス ク 等 ) に つい て 、 利 用 し よう と する 事業 
者 が か ら 記 朋 を 選 け は 下 分 に 理 朋 ま る よう に し て くだ さい) 

(※) 金融 庁 ・ 財 務 5 が 行っ た 行政 処分 に つい て は 、 こち ら を ご 覧 くだ さい 。 
OUDIR currency02/index.html 

ど 暗号 資産 交換 業者 の 提供 する ウォ レッ ト で 暗号 資産 を 管理 する 際 に 、 パ スワ ー ド を 設定 する 場合 に は 、 
1D と 同じ も の や 利用 者 の 名 前 、 電 話 番号 、 生 年 月 日 等 の 推測 が 容易 な も の を 避け る ほか 、 他 の ウェ ブ 
サイ ト と 同じ 1D・ パ スワ ー ド の 組合 せ を 使用 し な いな どの 対策 を 講じ る 必要 が あり ます 。 管理 する 暗 
号 資産 が 次 まれ る お それ が あり ます 。 

ど 暗号 資産 や 詐欺 的 な コイ ン に 関す る 相談 が 増え て いま す 。 出 会 い 系 サイ ト ・ マ ッ チ ング アプ リ 等 を 
きっ か け と し た 暗号 資産 の 詐欺 や 悪質 商法 に ご 注意 くだ さい 。 














































































































































































































































































































@ 困 つ た と き の 相 談 窓口 


電話 番号 :0570 一 016811 
※IP 電 話 ・ 携 帯 か ら は 、03-5251-6811 に お か け く だ さい 。 
受付 時 間 : 平日 10 : 00~17 : 00 


金融 庁 
金融 サー ビス 利用 者 相談 室 


警察 相談 専用 電話 昔 9110 又は 最寄り の 警察 署 まで 
消費 者 ホッ トラ イン 電話 番号 : 18 8 (お 近く の 消費 生活 相談 窓口 を ご 案内 し ます ) 





先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 











「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 影響 を 踏ま えた 企業 決算 ・ 監 査 等 へ の 対応 に 係る 連絡 協議 会 」 開 






































ミ 間 選 削 


















































社 設立 準備 株 式 会 社 に 対し 生命 保険 業 の 免許 を 付与 (4 月 1 日 ) 
^・ イ ンタ レス ト の 税務 上 の 取扱 い (4 月 1 日) 






























































融 ハ ブ 取 引 に 係る 税制 措置 (4 月 1 日 ) 




















「 高 




















校生 向 せ 提 業 動 画 - 教員 向け 解説 動画 | を 配信 (4 月 2 日 ) 










































































島根 県 松江 市 に お ける 大 規模 火災 に か か る 災害 に 対す る 金融 上 の 措置 に つい て 要請 (4 月 2 日 ) 























の 




















i a イナ ンス に 関す る 基本 指針 ( 案 ) 公表 (4 月 5 日 ) 








トヨ 











ー ポ レー ト ガ バナ ンス ・ コ ー ド と 投資 家 と 企業 の 対話 ガイ ドラ イン の 改訂 に つい て | (4 月 6 日 ) 


























YYY ツ YY ツマ YV ツ 
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SR 目 、 (0 全 玩 と トラ ンジ シン ショ ン フ ァ オ ナン ネー2080 征 カー ボッ ニュ ョ ュー トラ ル に 身 人 で ニー| を 








開催 

















(4 月 6 日 ) 























と 人 業 の 計 許 ガイ ドラ イン 改訂 案 」 公表 (4 月 





























こ 関 する トラ ブル に ご 注意 くだ さい ! (4 月 7 日 ) 























P< 
金融 

















i DD に 関す る タス ク フ ォ ー ス | (第 3 月 7 日 ) 




















V V V ツ 





























証券 報告 書 の 作成 ・ 提 出 に 際 し て の 留意 すべ き 事 項 及 び 有 価 証券 報告 書 レ ビュ ー の 実施 に つい て 



































H 3 年 度 ) (4 月 8 日 ) 





























本 | 金融 庁 ・ 日 本 銀行 連絡 会 」 を 開催 (4 月 8 日 ) 


























会社 ゆう ちょ 銀行 に お ける 新規 業務 等 の 認可 (4 月 9 日 ) 














金融 




















PE2 ギミー ダチ で 2 



































名 「 ソ ー シ ャ ル ボ ンド 検討 会 議 」 を 開催 (4 月 13 日 ) 























可 | 金融 審議 会 『 市 場 制度 ソーキ ング ・ グ ルー プ 』」 を 開催 (4 月 15 日 ) 














「 拠 

















点 開 設 サ ポー ト オ フ ィ ス |] 初 の 登録 完了 案件 (4 16 日 ) 














飲食 











店 へ の 協力 金 等 の 支給 に 係る つなぎ 融資 に つい て 金融 機関 に 周知 (4 月 16 日 ) 




















「 記 











述 1 報 の 開示 の 充実 に 向け た 解説 動画 」 を 配信 (4 16 日 ) 





























関東 

















財務 局 が CSF の 患 音 の 確認 を 踏ま えた 金融 上 の 対応 に つい て 要請 (4 月 19 日 ) 












































「 サ ステ ナブ ルフ ァ イ ナ ンス 有識者 会 議 」 を 開催 (4 月 22 日 ) 









































「 企 業 会 計 審議 会 監査 部 会 | を 開催 (4 月 23 日 ) 























SO 

















金融 担当 大 臣 談 話 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 感染 拡大 に よる 緊急 事態 宣言 を 踏ま えた 金融 シス 
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金融 資本 市 場 の 機能 維持 に つい て | (4 月 23 日 ) 









































> 幌 三 

















重 銀行 と 帳 第 三 銀行 に 対し 合併 認可 (4 月 26 日 ) 











> 新型 









































ジョ = 














コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 関連 する 有価 証券 報告 書 等 の 提出 期限 (4 月 26 日 ) 
信 募 






































> 総合 




















者 支援 ノウ ハウ 共有 サイ ト 本 格 稼働 に 伴う 参加 機関 ・ 職 員 の 公募 (一 次 追加 登録 ) (4 月 27 日 ) 









































> 金融 機関 に お ける 貸付 条件 の 











政策 局 参事 官 が 監査 監督 機関 国際 フォ ー ラ ム (IFIAR) 副 議長 就任 (4 月 28 日 ) 
件 の 変更 等 の 状況 の 更新 (4 月 28 日 ) 



































> | 政 



































機 地方 公共 団体 等 に お ける 業務 で の LINE 利 用 状況 調査 を 踏ま えた 今後 の LINE サ ービス 等 の 利 












































用 の 際 の 考え 方 (ガイ ドラ イン ) | (4 月 30 日 ) 











編集 後記 












・ Twitter 金融 庁 公 式 ア カウ ント 
https://twitter.com/fsa_JAPAN 


twitter 情 報 発信 
強化 中 ! 








・ 本誌 へ の ご 意見 ・ ご 感想 は 以下 の メー ル ア ド レス か ら 
「 金 融 庁 広報 室内 アク セス FSA 担 当 者 」 宛 に お 送り くだ さい 。 


e-mail 















fsa kouhou@fsa.qo.jp 


防 の 自粛 に 取り 組む お 中 、5 月 の 連休 も あっ と いう 間 に 過 ぎました 。 皆 様 い か が お 過ごし で し ょ うか ? 


7 月 か ら の 新 事 務 年 度 に 向け て 様々 な 検討 が 行わ れ て いる な か で 、 広 報 室 で も 来 事 務 年 度 に お ける 広報 活動 の 改 


善 の た め 、 


「 ア ク 
の ご 意見 
さい 。 


広報 誌 ア クセ ス FSA の 読者 の 方 々 か ら ご 意見 を 募集 する こと と 致し まし た 。 

セス FSA で こん な テー マ を 取り 上 げ て も らい た い ! 」「 こ ん な 政策 に つい て 、 よ り 詳 し く 知 り た い ! 」 等 
や その 他 ご 感想 が ご ざい まし た ら 、 上 記 の アド レス (fsa_kouhou@fsa.go.jp) に 是非 メー ル を お 寄せ 下 
皆様 か ら の お 便り お 待ち し て お り ま す 。 金融 庁 広報 室長 境 吉 隆 


編集 ・ 発 行 : 金融 庁 広報 室 





